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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
医療用機器である輸液ポンプ（１１ａ）,シリンジポンプ（１２ａ，１２ｂ）及び生体モ
ニタ装置（１６）の外部送信端子へ接続可能な多チャンネルの入力端子（１４０１）と１
チャンネルの出力端子（１４０２）からなる医療用機器接続用端子（１４ａ，１４ｂ，１
４ｃ，１４ｄ）と、前記医療用機器接続用端子（１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，１４ｄ）の内
の１つ（１４ｄ）を介して、前記医療用機器である前記輸液ポンプ（１１ａ）,前記シリ
ンジポンプ（１２ａ，１２ｂ）及び前記生体モニタ装置（１６）からのモニタ信号をモニ
タ部に送信し、受信した前記モニタ信号を該モニタ部で視認できるようにした集中モニタ
装置（２）であって、
前記輸液ポンプ（１１ａ）,前記シリンジポンプ（１２ａ，１２ｂ）及び前記生体モニタ
装置（１６）の信号を識別して時分割により送信し、異常が起こった場合のみ異常を示す
差分が識別された差分信号として前記モニタ装置（２）に送信するインターフェースを備
え、前記集中モニタ装置（２）の表示部（２２）は、前記輸液ポンプ（１１ａ）,前記シ
リンジポンプ（１２ａ，１２ｂ）及び前記生体モニタ装置（１６）の配置、接続状態を実
際の配置に対応付けて表示するようにしたことを特徴とする集中モニタ装置（２）。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、1つの集中治療室、1つの個室等に設けられ、１人の患者に接続された、輸液ポ
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ンプ,シリンジポンプ,心電計,血圧計,人工呼吸器等の外部送信端子を備えた複数の医療用
機器からのモニタ(アラーム)信号を1つの接続端子を介して、ナースセンタ等のモニタ室
に設けられたモニタ装置にナースコール(アラーム等を報知)等を行うことができる医療機
器接続用端子及びそれを用いた集中モニタシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術分野】
従来、１つの集中治療室(病室)または、患者１人に対して、輸液ポンプ,シリンジポンプ,
心電計,血圧計,人工呼吸器等の複数の医療用機器が用いられる場合、それぞれの医療用機
器からケーブルがナースセンタにそれぞれ接続されていたため、通信ケーブルを整然と配
列することが難しく、またモニタ監視も極めて煩雑なものであった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたもので、新たな工事、設備を必要とせずに
、既存のナースコール回線を用いて、輸液ポンプ、シリンジポンプ、血圧計、心電計、体
温計等の複数の複数の医療用機器のモニタ(アラーム)信号がナースステーションに送信さ
れ、モニタ・表示、監視を行うことができる医療用機器接続用端子を用いた集中モニタ装
置を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この問題を解決するために、本発明の集中モニタ装置は、医療用機器である輸液ポンプ，
シリンジポンプ及び生体モニタ装置の外部送信端子へ接続可能な多チャンネルの入力端子
と１チャンネルの出力端子からなる医療用機器接続用端子と、前記医療用機器接続用端子
の内の１つを介して、前記医療用機器である前記輸液ポンプ,前記シリンジポンプ及び前
記生体モニタ装置からのモニタ信号をモニタ部に送信し、受信した前記モニタ信号を該モ
ニタ部で視認できるようにした集中モニタ装置であって、前記輸液ポンプ前記シリンジポ
ンプ及び前記生体モニタ装置の信号を識別して時分割により送信し、異常が起こった場合
のみ異常を示す差分が識別された差分信号として前記モニタ装置に送信するインターフェ
ースを備え、前記集中モニタ装置の表示部は、前記輸液ポンプ,前記シリンジポンプ及び
前記生体モニタ装置の配置、接続状態を実際の配置に対応付けて表示するようにしたこと
を特徴とする。
【０００８】
【作用】
上記構成によれば、新たな工事、設備を必要とせずに、輸液ポンプ,シリンジポンプ,血圧
計,心電計,体温計,人工呼吸器,呼吸モニタ等の複数の医療用機器からの通信ケーブルを整
然と配置することができ、また既存のナースコール回線を用いて輸液ポンプ,シリンジポ
ンプ,血圧計,心電計,体温計,人工呼吸器,呼吸モニタ等の複数の医療用機器のモニタ(アラ
ーム)信号がナースステーションに送信可能なナースコールシステムが構築され、輸液ポ
ンプ,シリンジポンプ,血圧計,心電計,体温計,人工呼吸器,呼吸モニタ等の複数の医療用機
器のモニタ表示、監視を容易に行うことができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施例について図面を参照して詳述する。図１は、本発明に係る、ベッド
サイドにおいて実際に使用される医療用機器接続用端子を用いた集中モニタシステム(ナ
ースコールシステム)の全体を示すものである。
図２は、本発明に係る、医療用機器接続用端子の外観斜視図を示すもので、図３は、医療
用機器接続用端子を用いた集中モニタシステムの他の例を示すものである。
【００１０】
図１において、１は、病室またはＩＣＵであり、ベッドＢにおける患者Ｐの体温,血圧,心
拍,尿量等の生体情報を生体モニタ装置１６でモニタしながら複数の輸液装置(輸液ポンプ
１１a,シリンジポンプ１２a,１２b)から薬剤,輸液剤等を注入する状態を示している。図
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２において、医療用機器接続用端子１４は、出力端部１４０２を備え、ここに通信ケーブ
ル１５が接続されている。また、複数の入力端部１４０１a,１４０１b,１４０１c,１４０
１dを備え、複数の通信ケーブル１５a,１５b,１５c,１５dが接続されている。なお、１４
０３は、この医療用機器接続用端子１４を任意位置に固定するためのクランプである。
【００１１】
輸液ポンプ１１a、生体モニタ装置１６、シリンジポンプ１２bは、それぞれ通信ケーブル
１５a,１５b,１５cを介して多チャンネルの入力端子１４０１と1チャンネルの出力端子１
４０２からなる医療用機器接続用端子１４bの入力端子１４０１に接続されている。
【００１２】
また、シリンジポンプ１２aは、通信ケーブル１５dを介して多チャンネルの入力端子１４
０１と1チャンネルの出力端子１４０２からなる医療用機器接続用端子１４aの入力端子１
４０１に接続されている。
【００１３】
また、医療用機器接続用端子１４a,１４bは、それぞれ通信ケーブル１５e,１５fを介して
多チャンネルの入力端子１４０１と1チャンネルの出力端子１４０２からなる医療用機器
接続用端子１４cの入力端子１４０１に接続されている。さらに、この医療用機器接続用
端子１４cは、通信ケーブル１５gを介して通常の接続用端子１４dの入力端子１４０１dに
接続されている。また、ナースコールボタン１３、アラームランプ(アラーム発生手段)も
それぞれケーブル１５h,１５iを介して接続端子１４dに接続されている。
【００１４】
この接続端子１４dは、院内ＬＡＮ等の情報通信ネットワーク１９等に接続しており、生
体モニタ装置１６による体温,血圧,心拍,尿量等の患者の生体情報、薬剤,輸液剤等を注入
する複数の輸液装置(輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b)の動作状態をナース
ステーション等の集中管理室等でモニタ装置２でモニタ・表示することが可能となってい
る。
【００１５】
モニタ装置(モニタユニット)２において、２１は制御手段、２２はディスプレイ等の表示
部(表示手段)、２３は各種情報,データを記憶・保持する記憶部(記憶手段)、２４は、キ
ーボード等で構成される各種データを入力するための入力部(入力手段)である。図４は、
モニタ装置２の表示部２２の表示画面の一例で、病室１に配置された医療用機器の配置、
接続状態が一瞥できるように実際の配置に対応付けて表示可能としている。
【００１６】
医療用機器接続用端子１４aと医療用機器接続端１４bは並列に接続され、医療用機器接続
端子１４aと医療用機器接続端子１４c、医療用機器接続端子１４bと医療用機器接続端子
１４cはそれぞれ直列に接続されている。本実施例ではこのように、各医療用機器接続端
子は、並列及び直列で接続されているが、病室内１での医療機器の最適配置を考慮して並
列のみの接続、直列のみの接続、並列及び直列の接続のいずれかが適宜選択される。
【００１７】
輸液ポンプ１１aの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５a、医療用機器接続端子１４b
、通信ケーブル１５f、医療用機器接続端子１４c、通信ケーブル１５g、院内通信ネット
ワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００１８】
同様に、心電計,体温計,血圧計,人工呼吸器,呼吸モニタ等の生体モニタ装置１６の動作状
態等の信号は、通信ケーブル１５b、医療用機器接続端子１４b、通信ケーブル１５f、医
療用機器接続端子１４c、通信ケーブル１５g、接続端子１４d、院内通信ネットワーク１
９を介してモニタ装置２に送信される。
【００１９】
シリンジポンプ１２bの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５c、医療用機器接続端子１
４b、通信ケーブル１５f、医療用機器接続端子１４c、通信ケーブル１５g、接続端子１４
d、院内通信ネットワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
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【００２０】
シリンジポンプ１２aの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５d、医療用機器接続端子１
４a、通信ケーブル１５e、医療用機器接続端子１４c、通信ケーブル１５g、接続端子１４
d、院内通信ネットワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００２１】
なお、これら輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モニタ装置１６の信号
は、時分割により、各医療機器毎に識別してモニタ装置２に送信されると都合がよい。ま
た、複数の病室,集中治療室からの輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モ
ニタ装置１６等の信号処理をほぼリアルタイム(実時間)で行うようにするために、医療用
機器接続端子１４a,１４b,１４c、接続端子１４dの間の任意位置の少なくともいずれか１
つに輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モニタ装置１６の信号の差分を
識別し、異常が起こった場合のみ差分信号としてモニタ装置２に送信するインターフェー
スを用いることにより送信信号データを低減し、各医療用機器の動作状態をモニタ装置２
でモニタ表示、監視することも可能である。
【００２２】
図３は、本発明の他の実施例を示すもので、構成は図１とほぼ同じである。同一の構成の
ものは、同一番号で示している。
【００２３】
１は、病室またはＩＣＵ(集中治療室)であり、ベッドＢにおける患者Ｐの体温,血圧,心拍
,尿量等の生体情報を生体モニタ装置１６でモニタしながら複数の輸液装置(輸液ポンプ１
１a,シリンジポンプ１２a,１２b)から薬剤,輸液剤等を注入する状態を示している。
【００２４】
輸液ポンプ１１a、生体モニタ装置１６、シリンジポンプ１２bは、それぞれ通信ケーブル
１５a,１５b,１５cを介して多チャンネルの入力端子１４０１と1チャンネルの出力端子１
４０２からなる医療用機器接続用端子１４bの入力端子１４０１に接続されている。
【００２５】
また、シリンジポンプ１２aは、通信ケーブル１５dを介して多チャンネルの入力端子１４
０１と1チャンネルの出力端子１４０２からなる医療用機器接続用端子１４aの入力端子１
４０１に接続されている。
【００２６】
また、医療用機器接続用端子１４a,１４bは、それぞれ通信ケーブル１５e,１５fを介して
第１のモニタユニット２aの入力部200に接続されている。
【００２７】
さらに、第１のモニタユニット２aは、表示部を設けて、その場で生体モニタ装置１６に
よる体温,血圧,心拍,尿量等の患者の生体情報、薬剤,輸液剤等を注入する複数の輸液装置
(輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b)の動作状態をモニタ・表示することが可
能であるが、無線により、院内情報ネットワーク１９の端末１９aを経て、生体モニタ装
置１６による体温,血圧,心拍,尿量等の患者の生体情報、薬剤,輸液剤等を注入する複数の
輸液装置(輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b)の動作状態をナースステーショ
ン等の集中管理室等のモニタ装置２(第２モニタユニット)でモニタ・表示することも可能
となっている。この端末１９aは、通信ケーブル１５iを介してアラームランプ(アラーム
発生手段)に接続されている。
【００２８】
モニタ装置(第２モニタユニット)２において、２１は制御手段、２２はディスプレイ等の
表示部(表示手段)、２３は各種情報,データを記憶・保持する記憶部(記憶手段)、２４は
、キーボード等で構成される各種データを入力するための入力部(入力手段)である。図４
は、モニタ装置２の表示部２２の表示画面の一例で、病室１に配置された医療用機器の配
置、接続状態が一瞥できるように実際の配置に対応付けて表示可能としている。また、例
えば、通常の動作状態を緑色、アラームを発生した状態を赤色というように色別で表示す
るようにしてもよい。



(5) JP 5006488 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

【００２９】
医療用機器接続用端子１４aと医療用機器接続端１４bは並列に接続され、医療用機器接続
端子１４aと医療用機器接続端子１４c、医療用機器接続端子１４bと医療用機器接続端子
１４cはそれぞれ直列に接続されている。本実施例ではこのように、各医療用機器接続端
子は、並列及び直列で接続されているが、病室内１での医療機器の最適配置を考慮して並
列のみの接続、直列のみの接続、並列及び直列の接続のいずれかが適宜選択される。
【００３０】
輸液ポンプ１１aの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５a、医療用機器接続端子１４b
、通信ケーブル１５fを経て第１のモニタユニット２aから赤外線,電波等の無線手段で端
末１９a、院内通信ネットワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００３１】
同様に、心電計,血圧計,人工呼吸器,呼吸モニタ等の生体モニタ装置１６の動作状態等の
信号は、通信ケーブル１５b、医療用機器接続端子１４b、通信ケーブル１５fを経て第１
のモニタユニット２aから赤外線,電波等の無線手段で端末１９a、院内通信ネットワーク
１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００３２】
シリンジポンプ１２bの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５c、医療用機器接続端子１
４b、通信ケーブル１５fを経て第１のモニタユニット２aから赤外線,電波等の無線手段で
端末１９a、院内通信ネットワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００３３】
シリンジポンプ１２aの動作状態等の信号は、通信ケーブル１５d、医療用機器接続端子１
４a、通信ケーブル１５eを経て第１のモニタユニット２aから赤外線,電波等の無線手段で
端末１９a、院内通信ネットワーク１９を介してモニタ装置２に送信される。
【００３４】
なお、これら輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モニタ装置１６の信号
は、時分割により、各医療機器毎に識別してモニタ装置２に送信されると都合がよい。複
数の病室,集中治療室からの輸液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モニタ装
置１６等の信号処理をほぼリアルタイム(実時間)で行うようにするために、医療用機器接
続端子１４a,１４b,１４c、接続端子１４dの間の任意位置の少なくともいずれか１つに輸
液ポンプ１１a,シリンジポンプ１２a,１２b、生体モニタ装置１６の信号の差分を識別し
、異常が起こった場合のみ差分信号としてモニタ装置２に送信するインターフェースを用
いることにより送信信号データを低減し、各医療用機器の動作状態をモニタ装置２でモニ
タ表示、監視することも可能である。
【００３５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の医療用機器接続用端子及びそれを用いた集中モニタシステ
ムによれば、新たな工事、設備を必要とせずに、既存のナースコール回線を用いて、輸液
ポンプ、シリンジポンプ、血圧計、心電計、体温計等の複数の複数の医療用機器のモニタ
(アラーム)信号がナースステーションに送信され、モニタ・表示、監視を行うことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係るモニタ装置のブロック図である。
【図２】本発明に係る、医療用機器接続端子の概略図である。
【図３】本発明の他の実施例に係るモニタ装置のブロック図である。
【図４】本発明のモニタ装置のモニタ画面の一例を示す図である。
【符号の説明】
１１a…輸液ポンプ、１２a,１２b…シリンジポンプ、１３…ナースコールボタン、１４a,
１４b,１４c…医療用機器接続端子、１４d…接続端子,１５a,１５b,１５c,１５d,１５e,
１５f,１５g,１５h,１５i…通信ケーブル、１８…アラーム手段、１９…院内通信ネット
ワーク、２,２a…モニタ装置、２２表示部。
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